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平成１５年度学校教育改善研究事業（２年次）後期の研究に向けてⅡ 
 
１ 学習意欲を育てる「授業と家庭学習のリンク」の事例 
             ―４年算数単元「面積」 面積のもとめ方のくふう― 
（１）算数的活動を積極的に取り入れた問題解決的な学習の推進 
① 既習事項を想起し、学習問題に意欲的に取り組むとともに、自分の考えをノート 
に書くことができる子ども。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
〔既習事項の想起〕 
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２つの長方形に分ける

とできそうだ。 
長方形の面積の公式を

使えば解けそうだ。 

 
 
 
 
 
② 個の考えを練り合い、高め合う場面では、「速く・正確に・簡潔に」という数学的

な思考でよりよい解決の方法を見つけることができる子ども。 
〔「速く・正確に･簡潔に」という数学的な思考力の育成〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



（２） 授業と家庭学習をつなぐ終末時の活動の工夫 
① 本時のまとめを自分のことばでノートに書くとともに、「今日は、こんな自学をす

るんだ。」という家庭学習のめあてを明確にできる子ども。 
  
〔授業のまとめのノート〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔自学ノート〕           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔自学をしてきた翌日の授業後のノート〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（３） 授業と家庭学習のリンクによる自己評価能力の育成 
① 授業のノートを開けて、家庭学習のめあてを確認し、自学をしながら学習内容の

理解度を自己評価し、その内容を拡充・深化させるとともに、次の授業への意欲や

期待感を持つことができる子ども。 
〔授業のまとめのノート〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔自学ノート〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



〔自学をしてきた翌日の授業後のノート〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔考察〕 
 小単元「面積のもとめ方のくふう」でＬ字型の面積をくふうして求める学習をした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 第１時では、23名中、「けい子」の考え 12名、「ひろし」の考えで 3名の児童が正答。 
「かずお」の考えは 0 名であった。残り 8 名は２つの長方形に分けようとしていたが正答
には至らなかった。そこで、第１時では、２つの長方形に分けて求める方法を確認し、家

庭学習で、まだ他に方法はないかを考えることを示唆した。 
 翌朝、自学ノートを点検すると、４名の児童が「かずお」の考えで解いてきた。第２時

では、第１時と同様のプリントを配布し、昨日と別の考え方で解かせた。すると、４名プ

ラス数名の児童が「かずお」の考えで解いた。その後の話し合いで、ほぼ全員の児童が「か

ずお」のもとめ方のよさを理解し、練習問題に意欲的にこのやり方で取り組んだ。 
 ４名の児童が、自分の考えを書く場面や話し合いの場面で大変意欲的に学習したことは

言うに及ばない。 



間違えた悔しさをバネにして自学した事例 
  
算数の学習の問題：たて９０㎝、横２ｍの長方形の土地の面積 
            誤答 ９０×２＝１８０  １８０ｋ㎡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



面積の学習について自己評価し、意欲的に自学に取り組もうとした事例 
 今日の授業の学習問題：町や県のような広い土地の面積をもとめよう。 
         問題：南北４㎞、東西２㎞の長方形の形をした町の面積をもとめまし

ょう。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


